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海陸統合地殻構造探査データを用いた2007年新潟県中越沖地震震源域周辺の不均質
構造のイメージング

Heterogeneous structure in and around the source region of the 2007 Niigataken-Chuetsu-
oki Earthquake by onshore-offshore survey
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2007年 7月 16日に発生した新潟県中越沖地震の発生メカニズムを考える上で，震源域付近の不均質構造に関する知見
は重要である．本地震の震源域の主要部は海域に位置し，一部が陸域にかかっているため，震源域付近の不均質構造を明
らかにする為には，海陸での統合的な地殻構造探査が必要不可欠である．そこで，科学技術振興調整費「2007年新潟県
中越沖地震に関する緊急調査研究」により，陸上臨時観測点と海底地震計（OBS）および発破とエアガンを用いた海陸統
合地殻構造探査が実施され（杉山・他，2007年秋地震学会），海域では，OBS18台と大容量エアガン（総容量 200リッ
トル）を用いた測線長約 100kmの地殻構造探査が実施された（中東・他，本学会講演）．一方，陸域では，探査測線を柏
崎市から魚沼市にかけて設定した．陸域探査測線長は約 50 kmである．制御震源としてダイナマイトを使用し，発破を
陸域探査測線の両端にあたる柏崎市（SP-W）と魚沼市（SP-E）で実施した．薬量は，SP-Wが 100kg，SP-Eが 300kgで
ある．これら発破による信号を観測するために，陸域探査測線上に LS8200SD型レコーダ（蔵下・他，2006）を約 300m
間隔で 202台設置した．各観測点では，固有周波数 4.5 Hzの地震計によって上下動成分の観測を行った．サンプリング
は，500Hzで行った．なお，エアガンからの信号は，東京大学地震研究所が本震発生後，柏崎市から魚沼市にかけての
地域で実施したアレイ観測（例えば，加藤・他，2007年秋地震学会）で設置された DATレコーダ（篠原・他，1997）で
収録した．得られた記録は良好で，陸域測線の東端に位置した DAT レコーダでは，エアガンからの信号が震央距離 130
km程度まで確認できる．発破記録では，初動が陸域測線全体にわたって確認でき，初動到達後に後続波も確認できる．
初動解析の結果，P波速度 5.9km/sを持つ層の上面が海岸線付近で深さ 6 km付近に位置し，魚沼丘陵西縁下で急激に浅
くなることが分かった．また，得られたデータに対して NMO補正と共通反射点重合を行うことで得られた反射法断面
図では、新潟堆積盆地下の往復走時 7－ 8秒付近に東傾斜の反射イベントが確認できる．本講演では，これら海域・陸
域の両方で得られたデータを使用し，トモグラフィー解析や反射法解析をおこなうことで得られた中越沖地震震源域を
含む海陸境界域の不均質構造について報告する．


